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ウスプルンの殺菌力に及ぼす土壌の
a

影響について
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觜伏土壊の性質に依って,稻苗腐敗病等の防除
の爲に苗代に潅注されたウスプルンは3流亡や土

塗下層部への鯵透等がなくても次第峨菌力が減
退する。この傾向は漁由の場合に特に著しいが，
その原因の一つとして，先に土壌中に存在する微
生物等に依るウスプルシの殺菌作用の減退される
事を報告したが，今回さらに土壌微生物との関係
及び土壌並に潅溜水中に溶出している鉄化合物の
影響に就て寅験した。

蜜験I土壌中の有機物とウスプルンの殺菌
力との関係

有機物含量の異なる各地の土壌を500“の深底
シヤーレーに150grづ上詰め'･ウスプルンの8.000

倍液を250Cc宛潅注して－霊夜経た後，この中へ
培養稻苗腐敗病菌(Ac""a唾.)の小片を数ケ投
入し，24時間後に駁出し水洗し培養基上に移し，
その菌糸の發育するか否かによって殺菌力の存否
を検定した。これと併行して同穰の土壌を500･C

のマツフルで3時間以上焼いて有機物を完全に除
き,150grづムを前記深底シヤーレーに詰め,同様

の方法に依ってその殺菌力の持績日数を調査し
た。結果は第'1表の如くである。

第1表ウ‘スブルンの殺菌力に及ぼす土壌、

有機物の影響
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川砂l､71,0~垂|砂士’。､70
鵠8～9日というのは4区制の中，3区ほ8日間で1区

のみ9日間なる事を表はし，10～12日と0，5の
画

は3区が10日間で1区のみ12日間殺菌力を持綴し
ていた事を示す

第1表を見ると熱虎理に依って有機物を除V,た

土鯉は，無虎理の土壌に比較して，各区とも速く，

殺菌力が無くなり，叉無虎理の土壌に於ても，有

謹物誉童の多い区では殺菌力が速く潴失してしま
う事が窺える。しかし場内土壌と関山土壊とを比

較し，灼熱減量と殺菌力持績日数との關係をみる

と，この関係が芳干蹴れている。これは有機物中

の微生物体等の蛋白質の占める割合とか,土壌．

.ロイドの多少,､さらに無機化合物の作用等も關
係してこの結果が現われたのではないかと思われ

る。

以上各地の土壌に就て，土壌中の有機物との関

係を實験したのであるが．この中で特に殺菌力に

大ぎな作用力を持つでいるのは微生物体蛋白質と

考へられるので，微生物の比較的少いと思われる

畑地の心圭を約50.000分の'のポツI､に25k*つ
上詰め，水道水1立を注ぎ，湛水せる水田に近い

歌態とし，これに可溶性澱粉及び硫酸アンモニア

を加へて2"Cに2週間保ち，微生物の繁殖を促し

て機その表面の水を除き，各区にウスプルンの

8.000倍液を500cc宛潅注し，その殺菌力の持綴

日数を調査し，第2表の結果を得た。
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認められたが，この他にウスプルンの殺菌力に関ウスプルンの殺菌力に及ぼす

・與する無機成分の主なものとして，潅演水中及び士壊織生物の影響

第2表

|ノ
I

土壌表暦@鉄化合物が老へられるので，硫酸鉄を
用いて蜜験した。

三角フラスコの中へウスプルン'00倍液を10cc
つム入れ，此れに硫酸鉄の10倍液を所定鉦添加し
ウスプルが'･000倍液で100ccになる様に蒸溜水
を加へ撹枠し'24時間保った後AG跡asp・の菌叢一
を投入し’前記の方法に依りその生死を調査して
殺菌力を検定した虚’第131表の如くであった。
さらに同様の事をウスプルンの漣度の薄い場合

に就て実験を行った，即ち三角フラスコにウスプ

ルン800倍液を10ccづ上とり，これに硫酸鉄の100
搭液を添加し，ウズプルンの濃度が8.000倍液と
なる様に蒸溜水を加へて，その殺菌力への影響を
調査した虚，第4表の結果を得た。

此等の實験から，硫酸鉄の溶液は相當濃度ら滴
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雑3区の中2区は3日間で1区は4日間殺菌力を持統し
てい た

鶴鈴3区の中2区ほ5日間で1厘ぼ6日債瀧蹴萄力を持細し
ていた

硫酸アンモニア及び澱粉を併用した区は微生物

の繁殖が非常に旺んで，土壌は著しく還元ﾅ伏態を

示し，これに次いで澱粉軍用区，硫酸アンモニア

軍用区の順となり"1ウスプルンのAc""αSP･に對

する殺菌力の瀞失はこれと併行関係を示した｡猫
この場合可溶性澱粉及び硫酸アンモニアのそれ自いものを用いた場合に於てもウスプルンの殺菌力
休が殺菌力に如何に影響するかを検ぺるため劾土には余り大きな作用を示さ蔵い事が判つ壷。しか
錘を用いず三角フラスコに依って調査したが，澱、l-",本蜜験に於て硫酸第一鉄を非常に多く使用し
･粉及び硫酸アンモニアはそのま上の欣態では殆んた区（第4表の硫酸第1鉄5,10,20cc添加区）で

どウスプルンの殺菌力にぱ影溌がなかつだ。はPHが等電点(5~5｡5)以下になっているにも
資騎I硫酸鉄溶液とウスプルンの殺菌力と 不拘，鉄が完全に溶解せず，沈澱物の存在が認め

Iの關係られたのぱ，この使用した硫酸鉄の一部が実験中
土壌中の有機物，殊に微生物によるウスプルンに硫酸第二鉄に愛化した爲ではないかと思われ，

｡殺菌加琴退ば以上の蜜験に依っても明らかに純粋蔵硫酸第一鉄鰄はｳｽプﾙﾝにも作用し，
殺菌力の減退に関與第3表ウスブルンの殺菌力に及ぼす硫酸鉄溶液の影響（1）
するかも知れず，と
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蕊’二⑳特腫微生物…
菌力は土壌中の有機
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’87．52．8壌粒子の大小や土壌

s8.813.0､膠働､多少等も若干
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夕

に相當含藍れろと恩

はれる硫酸鉄のウス

プルンの殺菌力に對

する関係は余り明瞭

ではなかった。

この結果は潅溜水

の温度や苗㈹儀式等

と共に，ウスプルン

を苗代に潅注した場

合の殺菌力は，如何

なる場合に於ても常

に一定のものではな

い事を示すと共に，

更に藥害問題等とも

老へ併せて注意ぜね

ばならぬ問題と思は

れる。

（鑿鎮艤）
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大 麥種子消毒効果比較試験
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各種の種子消毒法に依る大麥斑葉病及び黒穂病

の防除効果を比較楡討するを目的とした。

試験地富山縣立農業試験場'恭場
試鐵区2区制

a区ウスフ°ルン1，”0倍液1時間浸演

b区七・レサン塗抹〔種子1kgrに対しセレサ
ン3･0gr)

c区風呂湯漫法

d区冷水温湯浸法

e区風呂湯漫法後ウスブルン1,000倍液1時

間裳漬

f区風呂湯浸法後乾燥してセレサン塗抹〔種

子1kgrに対しセレサン3.09O

g区冷永温湯浸法後ウスプルン1,000倍液浸

漬

b区冷水温湯浸法後乾燥してセレサン塗抹〔
、

種子1kg漣に対しセレサン3.09r)
●

i区標準無処理

供試大麦品種及び播種量

品種早生三月〔下新川郡立原村に於て斑葉．

病多発の24年度種子〕

播種鐙各区800粒

試験方法種子処理法

第1瞳風呂湯漫法浸漬温度・47｡C

浸・漬時間8.5時間

冷水温湯浸法冷水浸漬時間8‘5時間

浸漬温湯温度ﾏ5°C

温湯浸澄時間5分
以上10月5日に実施

第2区風呂湯漫法浸漬温度46℃
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